
世界中で猛威を振るう「新型コロナウイルス 

感染症」。日本でも感染者が増え続けている今、 

「自分は大丈夫」とはもう言い切れません。自分が

「感染しない」、人に「感染させない」ことがこれ

まで以上に求められています。新型コロナを収束

させるため、今私たちにできることがあります。 
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詳しくは裏面をご覧ください。 

① 新型コロナは感染したことに気付きにくいため、無自覚でウイルスを広めて 

しまいます。他の人への飛沫感染を予防するため、日常的にマスクを着用 

しましょう。布マスクでも、しないよりはした方が良いです。 

新型コロナ ３つの私たちにできること 

 

② 新型コロナは接触感染するので、ウイルスがついた手で目・鼻・口を触ること 

で感染することもあります。手洗いを入念に行いましょう。 

 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、緊急事態宣言が全国に発令され

ました。これ以上感染を広めないために、私たち一人一人が今できることに

ついて皆さんもうご存じだとは思いますが、本誌でもお伝えします。 

③ 感染リスクを減らすため、不要不急の外出を控え、密閉空間・密集場所・密接 

場面の「３つの密」を避けましょう。 

 

。 



新型コロナの感染が疑われる症状とは？ 

 

新型コロナに感染しない・させないためには？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口 電話番号 受付時間 

帰国者・接触者相談センター（青森市保健所） 017-765-5280 8:30～17:00(平日のみ） 

新型コロナウイルス感染症コールセンター 0120-123-801 24時間対応(土日祝も実施） 

厚生労働省電話相談窓口 0120-565653 9:00～21:00(土日祝も実施） 

ＮＨＫあさイチ（https://www1.nhk.or.jp/asaichi/）青森県庁ウェブサイト（https://www.pref.aomori.lg.jp/）を加工し作成 

※界面活性剤による効果は、新型コロナではまだ実証 

されていませんが、類似のウイルス「ＳＡＲＳ」では 

実証されているため、その効果を期待されています。 

 新型コロナに感染した時の症状は、

風邪やインフルエンザと判別が難し

いです。風邪の症状や、３７.５℃ 

以上の発熱が４日以上（高齢者・基礎

疾患のある人は２日程度）続く人、 

また、強いだるさや息苦しさがある人

は、感染の疑いがあります。 

なお、新型コロナの潜伏期間は平均

５～６日で、感染者の８０％が軽症の

ため、自分が感染したことに気付かな

いまま、人を感染させてしまうおそれ

がありますので、自分の行動に注意し

ましょう。 

 新型コロナは飛沫感染と接触感染により感染すると考えられています。 

マスクは「感染していない人が予防する効果」は限定的で、「感染した人がウイル

スを拡散するのを防ぐ」のが主な目的です。せきエチケットとして、着用しましょ

う。また、ウイルスは手で目・鼻・口を触ることで感染することもありますので、 

手洗いをしっかりしましょう。それから、不要不急の外出を控え、密閉空間・密集 

場所・密接場面の「３つの密」を避けましょう。 

５～６日で、感染者の８０％が軽症のため、自分が感染したことに気付かないまま、

人を感染させてしまうおそれがありますので、自分の行動には注意しましょう。 


